
序論
第1章　長期総合計画の構成
第1節　名称

第１部　序論
第２章　長期総合計画策定にあたって
第４節　人口推計

第２部　基本構想

この基本構想は、羽村市基本構想の議決に関する条例第3条の規定に基づき、平成23年12月
22日第5回羽村市議会（定例会）の議決を経て策定しました。
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第２部　	基本構想
第１章　基本構想策定の趣旨
第２章　基本構想の指標

第１章　基本構想策定の趣旨

羽村市は、「～ひとに心　まちに風～　いきいき生活・しあわせ実感都市　はむら」を将来像と
する第四次羽村市長期総合計画（計画期間：平成14年度～平成23年度）を策定し、その実現の
ために各分野における様々な施策を展開してきました。

この間、少子高齢化の急速な進展や地球温暖化をはじめとする環境問題、世界的な景気の低
迷、地方分権の進展、東日本大震災による影響など、市民生活と市政を取り巻く社会経済情勢は
大きく変化し、今後も新たな課題の出現や社会経済情勢の変化が予測されます。

そこで、これらに柔軟かつ的確に対応し、これまで積み上げてきた行政施策や社会基盤を活か
し、市民生活の真の豊かさと安心を確かなものとしていくため、総合的かつ計画的なまちづくり
の指針となる新たな基本構想を策定します。

第２章　基本構想の指標

第１節　目標年次
基本構想は、平成24年（2012年）度を初年度とする10年間の計画とし、目標年次を平成33年

（2021年）度とします。

第２節　計画区域
基本構想の計画区域は、羽村市全域とします。

第３節　人口の想定
目標年次となる平成33年（2021年）度における人口は、おおむね57,000人と想定します。
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第２部　基本構想
第３章　基本理念
第４章　将来像

第３章　基本理念

この基本構想における基本理念を「自立と連携」と定めます。
第四次羽村市長期総合計画の基本構想では、「自立と連携」を基本理念として、まちづくりを

推進してきました。
これからも、羽村市が魅力あるまちとして持続的に発展していくためには、市民・事業者・行

政が自立し、それぞれの責任と役割を担い、相互に連携していくことが必要です。
そこで、この基本構想の基本理念として「自立と連携」を継承します。

第４章　将来像

羽村市が目指す将来像を

ひとが輝き みんなでつくる 安心と活力のまち はむら
と定めます。

ひとが輝き

市民一人ひとりが人として尊重され、子どもから高齢者まで、だれもが明るくいきいきと輝く
まちを目指します。

みんなでつくる

市民それぞれが、まちづくりのために持てる力を発揮し協力するまちを目指します。

安心と活力のまち

だれもが、安全で安心して暮らせるまち、市民が元気に活動し、地域社会や産業が活気に満ち
た活力のあるまちを目指します。
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第２部　	基本構想
第５章　基本目標

第５章　基本目標
「ひとが輝き みんなでつくる 安心と活力のまち はむら」の実現に向けて、次の４つの基本目

標を施策の大綱の柱として、それぞれの分野で施策を展開していきます。

基本目標1 　

生涯を通じて学び育つまち
【子ども・生涯学習の分野】

基本目標2 　

安心して暮らせる支えあいのまち
【福祉・健康の分野】

基本目標3 　

ふれあいと活力のあふれるまち
【市民生活・産業の分野】

基本目標4 　

ひとと環境にやさしい安全で快適なまち
【環境・都市整備の分野】
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第２部　基本構想
第６章　施策の大綱

第６章　施策の大綱
　

生涯を通じて学び育つまち
【子ども・生涯学習の分野】

1 　子育て支援と保育・幼児教育の充実
未来を担う子どもたちが、健やかに育ち、大

切にされる社会の実現を目指し、地域全体で子
育てを支援します。

子どもの成長過程において重要な役割を果す
保育や幼児教育について、質的向上や施設など
の環境整備を推進していくとともに、小学校へ
の円滑な就学を支援します。

２　学校教育の充実と次代を担う子ども・若者の育成
小中学校の義務教育期間を通して、児童・生

徒の個性や能力を最大限に伸ばすことができ
る、きめ細かな教育を推進します。

豊かな知性、感性、道徳心や体力を育み、子
どもたちが、人間性豊かに成長することができ
る羽村らしい特色ある教育を推進します。

すべての子どもが、それぞれの特性にあった
教育を受けられるよう多様な支援を図ります。

子どもや若者が、社会の一員としての自覚と
責任を持ち、将来に夢をもてる社会環境の整備
に努めます。

３　生涯学習の推進
地域における課題解決のための学習や活動が

推進されるよう、様々な生涯学習活動の機会の
充実などにより支援を行います。

だれもが、いつでも、どこでも、いつまでも
学び、その成果を生活の向上や地域づくりに活
かし、生涯を通じて心身ともに充実した人生を
送ることができる環境を整備します。

基本目標１
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第２部　基本構想
第６章　施策の大綱

安心して暮らせる支えあいのまち
【福祉・健康の分野】

1 　助けあい支えあう福祉社会の実現
市民や関係団体との連携により、地域で支え合う福祉のまちづくりを推進します。
だれもが住み慣れた地域で安心して自立した生活が送れるよう、福祉サービスの充実や社会保

険制度の適正な運営に努めます。

２　安心を支える健康づくりと保健・医療の充実
だれもが生涯にわたって、健やかに過ごせるよう、健康づくりへの支援や意識啓発を行い、自

主的な取組みを促進します。
乳幼児期から高齢期まで、それぞれの健診制度を活用し、疾病の早期発見や自らの健康管理に

生かせるよう、健診の利用促進を図ります。
必要なときに、安心して質の高い医療を受けることができるよう、地域の医療提供体制の充実

を支援します。

基本目標２
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第２部　基本構想
第６章　施策の大綱

ふれあいと活力のあふれるまち
【市民生活・産業の分野】

1 　ともにつくる住みよい地域社会の実現
だれもが主体的に地域づくりに参加することを通して、ふれ合いと活気ある地域コミュニティ

をつくることができるよう、町内会・自治会、市民活動団体などの活動を支援するとともに、相
互のネットワークづくりを促進します。

あらゆる立場の市民が性別や国籍などを超えて、ともに生きることができる地域社会の形成に
努めます。

市民、事業者等と連携して、災害や犯罪などから市民の生命、財産を守り、安全で安心して暮
らせる地域社会の形成を図ります。

２　地域とともに歩む魅力ある産業の育成
企業活動への支援を通して、羽村の地域経済を牽引する工業の活性化とともに、商店や商業地

域の活性化を図り、まちの活力とにぎわいを創出します。
市民生活に多面的な効果をもたらす身近な都市農業の振興と、安全で安心な消費生活のための

環境を整備します。
地域の自然・歴史・文化などを活かした観光の振興を図ります。

基本目標３
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第２部　基本構想
第６章　施策の大綱

ひとと環境にやさしい安全で快適なまち
【環境・都市整備の分野】

1 　未来につなぐ環境都市の実現
市民・事業者・行政がともに環境に配慮した行動を実践し、美しい羽村の自然とともに、良好

な地球環境を将来世代に引き継ぎます。
資源の循環を進め、地球にやさしい循環型社会の形成を図ります。

２　自然と調和した安全で快適な都市の形成
自然と都市機能がバランスよく調和した、だれもが安全で快適に暮らせる魅力ある都市づくり

を目指し、地域の特性を生かした土地利用や土地区画整理事業による市街地整備を推進します。
市民生活や産業活動を支える道路、公園、上下水道などの都市施設の整備と適切な維持保全を

図ります。

基本目標４
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第７章　基本構想を推進するために
基本構想に掲げた将来像の実現に向けて、市民・事業者・行政が自らの責任と役割を担い、情

報を共有し、連携してまちづくりを推進します。
行財政改革に不断に取り組み、市民サービスの質を高めるとともに、新たな課題に対応できる

自主性と自立性の高い効率的な行財政運営を推進します。
公共施設を、将来にわたり良好に保ち、有効に活用していくため、計画的な維持保全を進め

ます。

第２部　基本構想
第７章　基本構想を推進するために






